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1．は じめ に

　理科教員を志す学生 は、理科教育におけ る 重 要

な課題 の ひ とつ で あ る 電気 ・磁気 に関 して 実験 を

通 して 理解を深 めて お く こ とが大切 と考え られ

る。我 々 は教育系学部学生用 の 実験装置 として電

磁石 を用 い た磁気天秤 を 製作 し、教材開発 の ため

の 基礎的研究を行 っ て い る。

　磁気天秤とは 、磁化 した磁性体に働く力を利用

し て 、強磁性体や反強磁性体な どの 各種磁性体 の

磁化、磁化率を測定する装置で 、製作した装置 は

液体窒素温度 （−196℃ ）か ら約 1200℃ に至る広

い 温度範囲で測定で きる も の で ある 。

2．機械構成 、 回路図

　図 1 の A に装置の 構成 を示 した。電磁 石 の 磁

極 間 に 吊る され た磁性体 試料 s に 働 く力 を化学

天秤 a で 測定 し、磁化 を求 める構造 にな っ て い る。

B は試料設置部の 写真 、C は計測用 の 電気回路 の

概略で ある。
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図 1 ： 磁気天秤の構成

3．測　定

　 図 2 に代表 的な強磁性体 で ある Fe，　Co，　Ni の

室 温におけ る磁化曲線（M 一
劫 の 測定結果 を示す。

磁 場 H の 増加 に つ れ て磁化 M は増加 し、Fe と

Ni はそれぞれ 5kOe 、および 2kOe 付近で飽和に
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　 図2 ：強磁性体の 磁化 曲線
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　 　 　 　 　 　 図3 ：強磁性体の磁化 の温 度依存

達して い る 。 図 3 は Fe，
　Co ，

　Ni の 磁場
’
5　kOe

で の磁化の 温 度依存（M 一
ので あ る。キ ュ リ

ー

温度 Tc付近で磁化 M は急激に減少 して い る

（Ni
，
　Fe

，
　 Co の キ ュ リ

ー
温度の文献値 は各々

360℃
，
770℃

，
1130℃ で ある

1 ）
）。学会で は、鉄

族 と共 に重要な磁性体で ある希土類やそ の 合

金 ・化合物 に つ い て の 測定結果 も報告する 。 ま

た磁性 と深 い 関係 の あ る電気抵抗 の デー
タ と

合わせ て 教材 と して の 検討 を行 う予定で ある。
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